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序文

今回の調査区域は、西国分廃寺、岡田遺跡、西国分II遺跡など歴史時代の遺跡で、県

下でも有数の規模の遺跡が集中する地域であります。その遺跡内に社会福祉法人皆楽園

の建設が計画され、関係者各位と協議を重ねた結果、和歌山県教育委員会の御指導によ

り社団法人和歌山県文化財研究会が調査を実施することになりました。

その結果、県下ではあまり明瞭でなかった平安時代前期の貴重な資料を数多く得るこ

とができ、紀伊国古代の歴史の一端を窺い知ることができました。ここにその成果の一

部をまとめ、概報として刊行し、広 く一般の活用に資したく存じます。

なお、調査に当たりましては、和歌山県教育委員会をはじめ関係者各位、わけても文

化財に深い御理解を賜りました社会福祉法人皆楽園に対しまして深 く感謝の意を表しま

す。

昭和56年11月30日

社団法人和歌山県文化財研究会

会長 山東永夫

例口 ｀

1. 本書は社会福祉法人皆楽園建設にともなう西国分II遺跡の緊急発掘調査の概要である。

2. 発掘調査は県教育委員会の指導の下に社団法人文化財研究会が行った。

3. 調査に際しては、県文化財課技師、研究会技術員諸氏の援助を得た。特に調査を補助した

佐伯和也、井石好裕、上野靖弘の各氏には調査期間中、休息時間を惜しむ努力をいただい

た。

4. 調査の実測甚準線は西国分廃寺の調査基準点より移動して設定した。したがって真北方向

を基準とした、西国分廃寺の基準点よりの南、西、東方向への距離数 (m) で本調査の基

準線は表示されている。

5. 本概報では遺構の略号として、建物(SB)、柵(SA)、溝(SD)、土城 (SK)の略号を使

用し、遺構略号および遺物の番号は本文、実測図、写真図版すべて に共通する。

6. 遺物の写真図版は土器、瓦類は約％、石器は約％の大きさである。

7. 本概報の作成には研究会技術員武内雅人があたった。



調査地域とその周辺 第 1図 PL 1 

-1 紀ノ川中流域の北岸、打田町・岩

出町一帯にかけては和泉山地より流出し

た諸川の形成した扇状地が、紀ノ 川本流

の作用により二段にわたり段丘化してい
註 1)

る。低位段丘には那賀郡術跡に比定しう

る岡田遺跡 ・西国分1I遺跡が存在してお

り、その他10基あまりの古墳が点在する。

高位の段丘上には紀伊国分寺跡 ・西国分

廃寺・西国分 I遺跡・ 土器田遺跡などが

立地しており、紀ノ 川中流域でもっとも

遺跡の集中す る地域であり、 7C後半か

らの古代那賀郡の一大中心地を構成する

遺跡群と考えられる。

今回調査した地域（第 1図トーンの部

分）は 7C後半代の創建を見る西国分廃

寺の立地する段丘の崖下、標高約34M程

の地点である。なお当地点の南約 150M

では昭和54年度の調査で郡衛の正倉跡と
註 2)

思われる遺構が検出されている。

調査 第 2図社会福祉法人皆楽園建

設にともなう造成工事が西国分 1I遺跡の

範囲およびその周辺地域にあたるため、
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第 1図調査地とその周辺

造成予定地に幅 3mのA ・B ・Cのトレンチを入れ、 A・Bトレ ンチで遺構の集中して検出された

約600m'については拡張し調査を行った。その結果、多くの溝状の遺構、土壊、掘立柱建物を検出

する事ができた。また遺物においても特に県下で検出例の多くない 9C~10Cにかけての良好な資

料を多く得る事ができた。ただトレンチ調査による予想以上に遺構は南へ拡がりを見せ、対処する

だけの時間約、予算的な余力がなく、建物建設により破壊される部分すら 十分にカヴァーしきれな

かった点、また旧石器の出土に対しても何らなす術をもたなかった点など決して十分な調査とはい

えないものであった。

C トレンチは西国分廃寺塔跡近くより南下する農道の土盛りのため、土取りを行った際、礎石ら

しきものが幾つか掘り出されたと伝えられていた地点であるが、削平のためか現状では何ら遺構 ・

遺物の検出を見なかった。
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第 3 図 拡張区検出遺構平面図
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遺構の概要 第 2図 PL1・2・3 遺構検出面は北から南へ下る緩斜面をなし、 Aトレンチ

では S140あたりからトレンチ南端にかけ約 5cm-lOcmの瓦器片を含む遺物包含積を検出した。こ

の遺物包含層下で多く重複を見せる溝状の遺構、密集した掘立柱建物を 6棟検出した。また SK-

2付近には 1cm程の薄い炭の層が遺存しており、この炭層は SB-4、SB-5、SA-1の柱根

跡の上部でも認められ、緑釉段皿などはそうした柱根跡の炭層より検出されている。このほか遺構

の覆土を大別すれば、黄灰色粘質土のもの (SD-2・4・5。SK-2)、炭を含む灰褐色土の

もの (SK-1の上層、 SD-1と先述の溝状遺構を除くすべての溝状遺構）に分類しうるが、そ

れぞれの含まれる遺物にはさほど差は認められない状態と思われる。

調査で判明した遺構の重複関係を整理すれば以下である。 1期 SD-1 幅約 lm、深さ60cm

程の溝で拡張区を東西に孤状に走る。下層には約30cmの厚さで黄灰色の砂層の堆積が認められ、遺

物はま ったく検出されなか った。 Il期 SD-2・4・5、SK-2。SD-1との重複は平面プ

ランではほとんど把握できなかったが、 SD-5は断面観察 (PL3-5) により確認した。また

SD-2については、小さな溝にもかかわらず完形の土器を多く検出しており、 トレンチ調査のお

りにも SD-1の西肩に完形品の土器が幾つか並らんで検出されている (PL3 -3、4）。トレン

チ調査では重複不明のまま発掘してしまったが、 SD-2に関してはその後拡張し平面で新旧の関

係を認めることができた。 SD-4も覆土の状態からこの時期と思われる。 皿期 SD-4付近の

溝状の遺構がそうである。この時期の遺構の覆土である炭を含む灰褐色土は、 SD-1・2. 3より

も新しい土城 SK-1の上層にも認められ、かつ SD-2との遺物の時期的差は抽出できない事か

ら、この覆土自身が上段の段丘より流れ込みによるもので、 II期と 1II期の遺構の実際の年代差はさ

ほどのものではないであろう。 II期、 11I期の溝状の遺構はいずれも深さ10cm程である。 N期 掘立

柱建物のすべてが11I期以降のものと考えられる。 SB-1は2間 (1間約2.25m) X 5間 (2.lm)

の東西棟で、梁の方向はN-3'-Eである。 SB-2は2間 (2.lm)X3間 (2.1m)の東西棟

で、南に 2.7mの間隔をおいて廂がつ く。梁方向はN-3°―E。SB-3は2間 (2.2m)X2間以

上(2.4m)の南北棟で、桁方向をN-7°-Eにお く。 SB-4は2間 (2.4m)X2間以上 (2.7 

m)の総柱の建物。桁方向はN-4'-Eである。SB-5は2間 (2.0m) X3間 (2.4、2.7、

2.7m)‘の東西棟の建物でN-5'-Eに梁方向をもつ。本建物の南側に約 2.7 mの間隔で廂がとりつ

いてい る。 別棟の建物の可能性もあ るが、桁行の間のびと同じ間隔であることから西妻部分が欠落

した変則的な廂と考えられる。 SB-6、2間 (2.4m) X 2間以上 (2.7 m)の東西棟の建物で

ある。 SD-1の覆土を切り込んだ柱穴を見落した可能性が大きいので、総柱の建物が考えられる。

SD-6の梁方向はほぼ真北方向をとる。

以上の掘立柱建物はいずれも掘り形の規模は方50cm程、深さも40cm程度で、使用された柱も径約

20cm程のものである。

SD-3については SB-1と同方向をもっており、また現状では SD-3の北約3mで上位段

- 5 -



丘となるが、 SD-3より北ではほとんど何んの遺構も検出されていない事などから、掘立柱建物

が造られた時期には上位段丘の裾がSD-3近くまでおよんでおり、 SD-3は崖裾に排水のため

に掘削された溝と思われる。 したがってW期の遺構とすることができる。

SK-3は0.9mX1.2m。深さ0.28mの方形の掘り込みで四周及び床面がよく焼土化していた。

また覆土の状態も床面より約12cmは炭層がつまり、その上を黄灰色粘質土が覆っている状態であっ

た。ほとんど遺物は検出されていないが、瓦器などの新しい要素の遺物は含まれていない。規模、
註 3)

形状、覆土の状態など和歌山市音浦遺跡の SX004にきわめて近似している。その他SK-1は

N期以降の遺構と考えられるが、検出遺物や覆土の状態などから大きな時期差は考えなくて良いも

のと恩われる。

土器 第 4図 PL4・5・6 今回得られた資料の大部分は周辺の西国分廃寺、西国分II遺跡

の54年度の調査、岡田遺跡の何回かの調査で検出されなかった時期の資料である。器種の分類につ

いてはここでは便宜上器高 3cm以上のものを杯と呼び、高台のついた杯形態を椀と呼ぶことにする 。

1.椀 （黒色土器A類） 大ぶりの椀で八の字状の高い高台がつく 。口縁端は外反しており、内
註 4)

面に広い間隔で左下がりの斜方射暗文が見られる。 f手法によるもので外面のヘラ磨きは粗いが、

底部には郵重なナデ調整を加えている。

2.杯（土師器） 底部は不調整で指頭痕を残す。器面の剥落著しいがa手法によるものであろ

う。胎土に結晶片岩片を含む。

3.皿（土師器） a手法によるもので、底部には指頭痕が残る。結晶片岩片を含む。

4、5.皿（土師器） a手法。底部に指頭痕。口縁端部を丸く外方へ折りまげる。

6.杯（土師器） f手法。底部に指頭痕。口縁端部を外反させ、他の杯類とはちがい口径に対

して底径が大きい。

7. 杯（土師器） C 手法。三角形の口縁端を内側に折りかえしている。

8. 杯（黒色土器A類） c3手法。内外面 とも細いヘラ磨き。底部近くに連孤暗文のほか体部に

も連続したm字状の暗文がつく 。

9. 椀（黒色土器A類） e手法。まるみを滞びた高台が底部のやや内よりに直立してつく 。内

面のヘラ磨きは非常に細い。

10. 杯 （黒色土器A類） 器面の荒れがひどいが、外面には雑なヘラミガキが認められ、口縁端

近くに沈線を施す。e手法によるものと思える。

11. 椀 （土師器） f手法。不調整で指頭痕の残る底部の端近くにハの字状の高台がつく 。口縁

端部を外反させている 。

12.皿 （黒色土器A類） 有台の皿で口縁が外反気味。底部はナデ調整を行い高台は丸味を滞び
註 5)

ている。施釉陶器の模倣形態と思われる。

13 ・ 14. 耳杯 13はひだのあるタイプで土師器。14は黒色土器A類の皿の口縁を折りまげただけ

- 6 -
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のもので、底部には指頭痕が残る。12と同様、 施釉陶器の模倣形態であろう 。

手づくね成形による尖底砲弾型のもので、鳴神V遺跡の土城より一括出土したも
註 6)

のと同じタイプである。

15.製塩土器

このほか須恵質に焼成されたものも検出されている。

16.灰釉陶器椀 いわゆる三日月型の高台がつくもので、黄緑色の灰釉がハケ塗りされている。

見込みの部分はふき取られているが重ね焼きの嵩台痕が残る。猿投窯の型式編年ではK-90窯式に

平行するであろう 。

17.灰釉杯
註 7)

類例の少ないもので、口縁端は肥厚化している。底部の糸切り痕は丁重な渦巻き状

のナデで消され、 ッケガケされた灰釉は体部及び内面全体に厚 くかか りガラス質化している。

18.縁釉陶器 段皿、胎土は半還元の状態で軟質。 三日月型の高台がつき、 三叉トチンの使用が

認められる。全面に黄緑色の鉛釉が施釉されているが二次焼成のためとくに内面の変質が著しい。

この他、直立する高台をもつ椀 (21)、

ではないと思われる 。

平高台の椀などを検出している。 20、21はいずれも輪花椀

1~9までは SD-2の遺物。特に 1~3は何故な る理由によ るもの か三枚重な った状態で検出

されている。 (PL3-4) 10、11はSB-4の柱穴掘り形より検出。18はSB-5の柱根跡の

上層の炭層より検出されたも ので、その他の土器は灰褐色土 を覆土に有する溝状遺構より検出され

た遺物である。

瓦類 第 5図、 PL 5 主に平瓦がか

なりの数量検出されてい るが、すべて上

位段丘より流れ込んだものと思われる。

大多数は西国分廃寺の創建期の瓦で、

れについてはすでに紹介されているのでこ

こでは新たに検出されたものだけをとり

上げる事にする。なお瓦については藤井

保夫氏の全面的な教示を得、

分寺跡の瓦を実見させていただいた。

22.鬼板

こ

また紀伊国

幅 5.5cmの沈線帯にはさま

れた径 4cm程の大きな連珠文で構成され

ている。連珠の中心にはタテに苑の割り

付け線が残る。裏面にはユ ミ痕を残す。

鬼板の快りの部分と考え るが4角のスカ

シ窓がついたり、厚みの点でも疑問が残

る。灰白色で砂粒が多 く軟質である。
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22-24. 平瓦 紀伊国分寺跡検出のものと同じものが、創建瓦 (22)、 元慶三年焼失以降の再建

瓦 (24)、 その中間的形態、時期のもの (23) がそれぞれ小量ながら検出されている。いずれも一

枚作りのもので布目が時代が下降するとともに荒くなるほか、側端のヘラ切りの程度による形態変

化と厚み、寸法の滅少が顕著である。24は須恵質であるが焼成、胎土とも不良で凹面にユミ痕を残

す。 22、23は瓦質で表面は黒色。 24はSK-1より検出。他は SD-2より検出したものである。

この 8C中葉～lOCにかけての瓦は西国分廃寺の調査で検出されておらず、西国分廃寺の関連

資料とすれば従来あいまいであったその存続期間や性格にかかわる重要な資料である。

第6図ナイフ型石器実測図（％）

ー一三三ニ
．・ 2

天
1 : 4 

第 7 図

石器 第 6図、 PL5 柱穴の断ち割り中に第 3図

x字の地点、遺構検出面下約30cmの黄色粘土層中でナ

イフ型石器を検出した。翼状剥片に刃つぶし加工を加

えた小型のものでサヌカイト製である。他にも柱穴断

ち割り作業中にフレークを検出している。無遺物層と

されていた層中よりの出土で、調査終了日にわずかな

範囲で旧石器の追求を行ったに過ぎない。今後付近の

調査では旧石器を念頭においた立案が必要である。

考察

1. 遺物 先述した土器類は平城Nの段階 (7)、
註 8)

平城V11の土器 (6・ 8 ・ 9) から SD650 Aの段階の

もの (10・ 12-14) と考えられる。これらの土器類に

対し、セットをなすと思われる 1~ 3及び11は新しい

要素を持つものと思われる。それは椀、皿、杯の形態

が認められる点であり、椀への f手法の全面的な採用

と椀の口縁端の外反の傾向である。ここではこれらの

新しい様相を示す土器群を他遺跡の出土遺物との比較

で考察してみたい。むろん本調査と同様、他遺跡の遺

物も十分な整理を終えているわけではなく、ここで行

う考察もいきおい大まかな年代観と編年上の指針を与

える程度のものとならざるを得ない。また土器群とするには数量的にやや不十分さを残す。

第 7図 2、3は鳴神V遺跡の整地土中に多量に検出された土師器椀、皿のうちも っとも新しいタ
註 9)

イプのものと考えられるものである。椀、皿とも f手法によるナデの凹凸が内面にそのまま残され

口縁端は肥厚化している 。このタイプには瓦器椀の初現期のものが伴うと思われる 。 1は岡田遺跡
註10)

検出のもので、内面の凹凸はハケ調整により消されているが、依然として口縁端の肥厚化が認めら

れる。このタイプくらいまでは椀は口径13cm-15.5cm、器高 3.5cm-5.5 cm。皿の口径10cm-13cm、
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器高 2cm~3cmでまとまりを見せる 。 鳴神 V遺跡の整地土中の平安期の土器には、これらより先行

する形態のタイプがいくつか含まれているが、若干の口縁端の外反するタイ プや他地域よりの流入

品と思われるものを除けば大部分は f手法によるもので、口縁端は肥厚化するものである 。またこ
註11)

こでのべた杯形態のものはほとんど認められておらず、黒色土器B類は薬師寺西僧坊跡、平安京左

兵衛府SD-01に平行する椀を検出している。一方当遺跡の土器には黒色土器B類はま ったく含ま

れていない。また口縁端の肥厚化も当遺跡の土器には認められない。

口縁端部の外反は平城Wの段階より施釉陶器を模した黒色土器の皿などに始まると考える。ここ

での12および図示しなかった平高台の黒色土器A類の皿がその形態である。県下の例では他に御坊
註12)

市下富安遺跡より 9C後半代の年代が与えられている北野廃寺出土の平底の緑釉の椀とまった く同

じタイプの土師器が出土している。こうしたことから施釉陶器の模倣形態が黒色土器のみならず土

師器にまで及んだ事は十分考えられ、当遺跡の黒色土器、土師器の椀の端反りの傾向もこうした 9

C中葉よりの流れとする事ができよう 。

椀、杯、皿のセットに関していえば、奈良時代末より土師器が規格性を喪失して以来、平城宮S
註13)

D 650 Bでは杯と皿との間に明瞭な区別をなし得ないとされている 。ところが973年を下限とする

薬師寺西僧坊跡の土器には、杯、皿の不明瞭さを残しながらも当遺跡の 2と同じような杯が見られ

ここでいう椀、杯、皿の器種を認める事ができうる。なお資料の増加を得なければならないが、お

そらくはここで考察の対象にした土器群において高台のつく杯が施釉陶器の影響下で椀形態として

杯 Bより分化し、杯の椀、皿に対する口径縮少にともない杯、皿の再分化がなされ、薬師寺西僧坊

の時期以降、杯形態が再び消滅し、椀、皿の器種に固定化され瓦器に至るのではなかろうか。

以上の諸点から考察対象にした土器群はlOC中頃の年代が与えられている薬師寺西僧坊跡の土器

より先行する要素をもち、平城京SD650 Bに平行もし くは後出すると思われる 。したがってこの

土器群にlOC前半代の年代を与えて大過ないものと考える 。このことは元慶三年以降の紀伊国分寺

の再建瓦が伴出している点とも斉合性をもつものである 。また緑釉陶器でも鳴神V遺跡では平安京
註14)

にlOC後半より多量にもたらされたと考えられている高台内面に段を有する近江系のものが多く見

られるのに比し、当遺跡には認められないこともこの年代観を裏付けるものであろう 。灰釉陶器に

ついても、猿投窯の年代観に疑問が提出されて久しいがここでの場合でも K-90窯式のものがこの

時期を下限とする様相を示すものである。また県下においてはこの時期以降、椀、皿にはほとんど

f手法が採用されることになり、一方で平安京などで通有の口縁部を水平に外反させ端部をつまみ

上げる形態の皿などは見られない。土器生産の地域性を見ることができると思え る。奈良時代の土

師器については、吉田遺跡、岡田遺跡の土器をかなり詳細に観察する機会を得たが、紀ノ川南岸の

胎土の精粗によることも考えられ、地質的特質である結品片岩が奈良時代の杯、皿類には見られず、

この段階の土器には認めうる点もなお研究の続行を要するが、社会体制の変動にともなう土器生産

と流通を反映する点として興味がもたれる点である。
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2. 遺構 ここでは掘立柱建物について述べることにする。前項までの記述で建物群がすべて10

C前半代以降の所産とする事ができる。SB-4、6を総柱の建物とする事についても前述したと

うりである。SB-2とSB-5についてであるが、廂がつくとはいえ、建物全体の規模や柱穴や

使用された柱の大きさからいって床張りで間取りのある本格的な建物とは考えられず、 2間3間の

土間建物に吹き抜けの廂がつく建物を想定したい。廂の部分は雨天時の作業場などにあてられる性

格のものと考える。

次に建物群の時期区分であるが、建物自身の重複関係は直接なく、また層位による区別も認め難

い。しかし、たとえばSB-2と3、SB-5と6のようにきわめて近接して検出されている例か

らい って掘立柱建物群は少なくとも二時期に分類する事ができるであろう。・仮に SB-2、5を雨

天作業場付きの建物、 SB-4と6を倉庫と考える事が認められるならば、雨天作業場付きの建物、

長屋（土間建物）、倉庫の組み合せを考える事ができ、北側のグループ (SB-2、 1、 6) と南側

のグループ (SB-5、 3、4) をそうした組み合せのグループとする事がでぎる 。

こうした建物の性格からみて、寺院関係の建物とは思われず、荘園関係の遺構と考えられる。 し

かもこれらの建物群は低位段丘の北端に占地しておりいわばケレの場所に相当する 。荘園農民らの

居住の場所であり、領主層は上位段丘上あるいはより南の部分に居をおいたと思われる。

先に、紀ノ川中流域の段丘上の可耕地化の困難性と、大治元年の石手庄検注脹案一根来要書一

により、当地域の荘園の本格的成立をlZC以降と考えたが、今回の調査で検出された遺物も lOC前

半代から瓦器椀までのブランクが認められるようである。多分この掘立柱建物群も12Cを大きくは

さか上らないものと考える。

おわりに 西国分廃寺についても従米の検出遺物の分析と、官術地域に比定される地域との関連

で、西国分廃寺は白鳳期の創建と 9C以降の存続が考え難い事から、郡司層、具体的には日置氏の
註16)

氏寺であり、 9Cの郡街の移転と共に廃寺とな ったと考えて来た。 しかし今回、西国分廃寺の立地
註17)

する崖下での新資料、とくに 9、lOCの瓦類が検出された事から、この見解にも再考の必要が生じ

たと考える。 9、lOCの瓦の使用された建物は、当地域ではやはり寺院関係の建物と考えるのが妥

当と思われ、郡司層の氏寺だけが官街の移転後も存続した可能性も生じて来た。またそれは氏寺が
註17)

国分尼寺に改変されたという事情によるものかもしれない。ただし本年度も岡田遺跡の調査を行っ

ているが現在のところ官術地域に関する 9Cの新資料は得られていない。西国分廃寺に関する見解

のみ再考の余地を今後に残したいと考える。

註 1) 岡田・西国分II遺跡発掘調査概報 岩出町教育委員会昭和56年 ここで三段にわたる段丘と

述べたが誤っているので訂正しておきたい。

註 2) 1) に同じ。

註 3) 鳴神地区遺跡発掘調査概報I・ II 和歌山県教育委員会 昭和54年

註 4) 平城京発掘調査報告VI.VlI 奈良国立文化財研究所 以下土師器の成形、調整手法の名称は平
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城京の研究成果による。

註 5) 4) に同じ このほか本調査では平嵩台の黒色土器A類の皿も検出されている 。この高台はむ

ろん貼り付けによっている。

註 6) 3) に同じ。

註 7) 重竹遺跡一その 2ー 関市教育委員会 1981 に口縁端部の形状が若干違うが、灰釉陶器の杯

がやはり K-90窯式の椀などと共伴して報告されている。また縁釉陶器の例では平安京左京四

条ー坊で、本例と非常に近似した形態のものが出土しており、それには 9C後半代の年代が与

えられている。

註 8) 平城京発掘調査報告N 奈良国立文化財研究所

註 9) 3) に同じ。

註10) 1) に同じ。

註11) 奈良国立文化財研究所年報 1971. 75。 シンポジウム「平安時代の土器・陶器ー各地域の諸

要相と今後の課題ー」一発表者資料編一 愛知県陶磁資料館

註12) 平安京跡発掘調査資料選 京都市埋蔵文化財研究所編集

註13) 8) に同じ。

註14) 埋蔵文化財発掘調査概報1980年第 3分冊 京都府教育委員会

註15) 1) に同じ。

註16) 1) に同じ。

註17) 本調査地の崖上は墓地に利用されており、西国分廃寺の調査では未調査の地域である。今回得

られた資料は大部分この未調査地域より流入したものと考えられる。ただし未調査の地域に金

堂なりの伽藍を想定する事は塔跡との位謹関係で無理を生じる。（第 1図）各地の国分尼寺に塔

跡がほとんど見られない事との関連で、塔の存続期間の再検討が必要となるであろう 。また仮

に郡司層の氏寺が尼寺に改変されたと考えた場合でも、塔跡との位置関係は改変の質にかかわ

る問題となろう 。
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l．調査地
（段丘下の荒地．
南より）

2．全景
（北西より）

3．全景
（東より）
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1. SK-3 （南より）

3. Aトレ ンチSD-2遺物出土状況

（南より）

5. SD-1. SD-5の断面

PL 3 

2. SK-3 断面

4. 同細部 (1.2.3の出土状況）

6. SD-3 断面
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